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 市民図書館副館長 柴田  聡史 

「郷土の記憶」 

 

開館以来、まもなく 60年を迎える当館はそれ自体、郷土の記憶のひとつでもあります。市民プー

ル、天文台と共に西公園にあった頃の市民図書館で過ごした思い出のある方もいらっしゃるでしょ

う。館内での読書もさることながら、出入り口に置かれた映画情報紙「き～の」に詰め込まれた記事

から娯楽映画の奥深さをうかがい知ったり、通りを渡って「こどものほんとコーヒーのみせポラン」

をのぞいたり、など一緒に思い浮かびます。 

メディアテークに移転後は、1階のクレプスキュールカフェやカネイリミュージアムショップをは 

じめ、ご近所にカフェ、ピッツェリア、古書店など、個性的で素敵なお店が増えました。文化の香り

漂う街は、お店の営みもあってのこと。新型コロナウイルス感染症が収束し、図書館帰りに、どなた

とも気兼ねなく、談笑しながらお茶を飲んだり食事したりできる日々が早く戻ることを祈っておりま

す。 

                                

                                

 

 

日本人初の南極探検を行った白瀬矗（しらせのぶ）中尉を顕彰する活動をしている秋田の方が来館し、

次のような調査依頼をいただきました。 

白瀬中尉の妻の実家で、江戸から明治時代にかけ仙台市二日町で海産物商を営んでいた「菅原長兵衛」

とその娘「やす」（白瀬中尉の妻）に関する情報を探してほしいというものでした。 

白瀬中尉は秋田県由利郡金浦村（現在のにかほ市金浦）出身ですが、陸軍入隊後、仙台の第二師団に赴

任し、その時期に菅原長兵衛の娘「やす」と結婚したそうです。そして、白瀬は 21年もの間、仙台に暮

らしていたのだそうですが、その時代の資料が大変少ないため、若かりし白瀬がどのような暮らしをし、

夫婦でどこに住んでいたのか、現在も不明のままだそうです。そこで戦前の仙台の地図等を使って、隈な

く調べてみたのですが、海産物関係の菅原という名前の情報は何一つわかりませんでした。唯一、国分町 
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■ある日のレファレンス 

 

※ 映画の情報誌「き～の」(1976～2004年)を集成した「き～

の全集」は、太白図書館と宮城野図書館に所蔵されています 

※※「こどものほんのみせポラン」は現在、宮城野区東仙台に移転し

ています 

 



私が小学生だったある日のこと、先生から歴史を調べる宿題が出された。黒板に書かれ

た課題をノートに写し、その当時公園のそばにあった某図書館へ。カウンターにいた司書さ

んに、「あの～、成長戦争の本ありますか？」と尋ねると、「…戊辰戦争ならありますが。」そう、

目が悪かった私は黒板の文字を見間違えていたのだ。クールな対応に居心地が悪くなり、

本を見ずに帰って来てしまった記憶がある。 

この本は、私のように勘違いをしたまま図書館に来た利用者とのやりとりから、目当ての

本を探し出した司書の記録集だ。『あだしはあだしでいぐがら』『そのへんの石』『ぼくなん

だかブルーな気分なの』など、惜しい覚え違いに思わず笑ってしまう。うろ覚えでも大丈夫！

いくつかのキーワードから探している本が見つかるかもしれません。私たちがお手伝いいた

しますので、どうぞお気軽にカウンターへ(^^)/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（西側）に「菅原小間物店」というお店があったことを確認しましたが、直接、菅原長兵衛さんと関係が

あるかはわからないことを伝え、この件は終了してしまいました。 

読者の方で何か知っていることがありましたら、4階郷土コーナーまで情報提供をお願いいたします。 

 

※ 白瀬は仙台時代に一度軍隊を辞め、宮城県庁にいた時期もありましたが、冒険家を目指し再び軍に戻ることになります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本ではじめての童謡専門誌は仙台で誕生しました。１９２１年、天江富弥とスズキヘキの

運命的な出会いによってはじまった子ども向けの雑誌 『おてんとさん』。 郷土の言葉で書

かれた童謡は、子どものための文化活動として幅広く展開され、世代をこえて多くの人に受

け継がれてきました。おてんとさんの１００年の歴史は、仙台の地に豊かに咲いた子どもの文

化活動の記録です。おてんとさんを支えた人々の歩みを辿りながら、子どもと大人が共に楽

しめる郷土の童謡の世界に触れてみませんか。 

 ♪ 赤い花さいた いい花さいた てれてれ おてんとさん てれてれ おてんとさん ♪ 

 

■新着図書紹介（郷土・参考資料コーナーに新しく入った図書） 

『100万回死んだねこ ―覚え違いタイトル集―』 福井県立図書館／編著 講談社  R015フ 

おてんとさん編集委員会／編 おてんとさんの会  S90

オ 

 

 

■編集後記■ 各図書館に寄せられた様々なレファレンス質問をまとめましたレファレンス事例集「本の道案内図書館 

レファレンス事例より 2022vol.7」が完成いたしました。仙台市図書館のホームページにもアップいたしましたので、

どうぞご覧ください。 

 

発 行：仙台市民図書館 郷土・参考資料コーナー 

所在地：仙台市青葉区春日町２－１せんだいメディアテーク内 ＴＥＬ：022-261-1585 

『おてんとさん ―おてんとさん１００周年記念誌―』  

 


